
 

 

 

１０月２７日（金）後期現場実習に向けた壮行

会が行われました。学年ごとに個人目標を発表

し実習に向けた決意をステージに立って発表を

してくれました。１年生は初めての実習という

ことで期待ワクワクの中にも不安そうな面持ち

でどことなく自信のない様子で発表をしていま

した。２・３年生はこれまでの経験から実習に向

けた意気込みが伝わってくるくらいの元気な声で発表をしてくれました。 

３年生は最後の実習、この実習で将来の進路先をしっかり決めたいという思い

を強く感じる壮行会でした。１年生は２週間、２・３年生は３週間の実習の中で

それぞれが自分の課題に向き合い、自分なりに考えて実習をやり遂げてくれると

信じています。２週間後、３週間後に達成感に満ち溢れた笑顔で登校してくれる

ことを期待しています。 

 

 

１１月８日（水）から１０日（金）の２泊３日で下五島（福江

島）に行きました。８日の出発式では、代表の生徒から楽しみに

している見学地のことや交流相手校のことを話してくれました。

フェリーに乗り込むまではどことなく不安そうにしていた生徒

たちでしたが、「さあ、船に乗りますよ」の声掛けに一斉に立ち

上がり見送りに来てくれたお母さんたちに笑顔で手を振りながらフェリー改札口に向かっ

ていました。船が港を出るときに生徒たちは船上のサイドデッキから「行ってきます。楽

しんできます」と言わんばかりに笑顔いっぱいに大きく手を振ってくれました。１０日午

後から天候が悪くなり帰港を心配していましたが、予定通りに旅行団一行は長崎の地に足を付けることができま

した。３日間の旅行で少し疲れ気味ではありましたが楽しんだ満足感のある笑顔を見せてくれました。解散式で

は代表の生徒が保護者の前で「とても楽しい３日間でした。ありがとうございました」と挨拶をしてくれました。

修学旅行で学んだことや楽しかったことなどを経験としてこれからの学習に生かしてほしいと思っています。 

 

１１月１５日（水）に１組、１１月２２日（水）に３組が附属小学

校を訪問して交流会を行いました。今年度２回目ということもあり小

学校の児童たちから声掛けを受けるとそれぞれが笑顔で触れ合いな

がら交流会場に移動していました。お互いにダンスなどで発表をした

後に小学校の児童が考えたゲームや遊びに話をしたり遊具を使った

りして交流を深めていました。（２組は３０日の予定） 

１１月１６日（木）に中学部全員で附属中学校を訪問し、附属中学

校１年生と交流を行いました。対面式では附属中学校生徒の数に圧倒

されて全員が緊張した顔つきでしたが、グループごとの自己紹介が始

めると緊張感も次第に綻んで笑顔で活動する姿が見受けられました。

ボール運び競走が始まると運び方や順番をみんなで話し合いながら

楽しんでいました。学年は違っても、中学生同士が共に考え工夫しな

がら活動している姿がとても微笑ましく感じました。同世代の関わり

は卒業後の社会参加のためにとても大切な活動になるとあらためて

感じました。 
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